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＊データ線[DATA]に接続するポートは、任意に選択できます。

＊データ線[DATA]は、必ず4.7K~10KΩの抵抗器で、電源から

プルアップして下さい。（距離が長い(20m)場合は4.7KΩ）

抵抗器の接続は、マイコン側・センサー側のどちらでも可能です。

＊電源ラインが数十cmより長くなる場合は、VDD-GND間に0.1μFの

コンデンサーを入れて下さい。（センサーの近くへ）

＊センサーとの距離が長くなる場合は、シールド線を使用して下さい。
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(Strawberry Linuxの専用基板)

＊データ/クロック線[DATA/SCK]に接続するポートは、任意に選択できます。

＊データ線[DATA]は、必ず4.7K~10KΩの抵抗器で、電源から

プルアップして下さい。（距離が長い場合は4.7KΩ）

抵抗器の接続は、マイコン側・センサー側のどちらでも可能です。

＊センサーとの距離が長くなる場合は、シールド線を使用して下さい。
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配置とピン接続が逆なので注意して下さい。


